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協
会
の
重
要
事
業
に 

「
正
し
い
ガ
イ
ド
」
心
掛
け
９
年 

 

平
成
16

年
４
月
、
当
時
の

堀
込
藤
一
理
事
長
か
ら
「東

京
都
の
提
案
も
あ
り
、
ガ
イ
ヘ

ル
研
修
を
立
ち
上
げ
た
い
。
担

当
し
て
ほ
し
い
」
と
頼
ま
れ
た

の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
定
款
の

変
更
や
審
査
な
ど
東
京
都
と

の
交
渉
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
り

方
、
講
師
の
選
定
な
ど
分
か

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
右
往

左
往
の
連
続
だ
っ
た
。 

 

そ
ん
な
時
に
東
京
都
心
身

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
勤

務
さ
れ
て
い
た
村
上
琢
磨
氏

（
現
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
視
覚
障
害
者

支
援
し
ろ
が
め
代
表
）
か
ら
か

か
っ
て
き
た
一
本
の
電
話
が
、

養
成
研
修
へ
の
取
り
組
み
に
大

き
な
指
針
と
な
っ
た
。
「
し
っ
か

り
し
た
研
修
を
し
て
、
い
い
ガ

イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
を
養
成
し
た
い
。
視
覚

障
害
者
が
社
会
で
自
立
す
る
と
き

に
困
ら
な
い
よ
う
に
応
援
し
た
い
」
と

い
う
強
い
気
持
ち
を
抱
か
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。 

 

当
初
の
研
修
は
20
時
間
研
修
だ
っ

た
が
、
平
成
23
年
10
月
よ
り
「
移
動

介
護
」
か
ら
「
同
行
援
護
」
に
制
度
が

大
き
く
変
わ
り
、
内
容
も
一
変
し

た
。 

 

以
前
に
修
了
し
て
活
動
し
て
い
た

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
に
も
、
「
同
行
援
護
」

に
対
応
す
る
力
を
付
け
る
た
め
、
も

う
一
度
受
講
し
て
も
ら
う
必
要
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
制
度
の
移
行
期
で

様
々
な
過
渡
的
措
置
が
認
め
ら
れ

て
お
り
、
当
協
会
の
養
成
研
修
事
業

も
既
修
了
者
へ
の
対
応
を
い
ろ
い
ろ

検
討
し
た
。 

 

一
方
、
他
の
事
業
所
で
も
移
行
期

の
混
乱
が
発
生
し
、
ガ
イ
ヘ
ル
研
修
の

先
駆
で
あ
る
協
会
に
は
相
談
や
問
い

合
わ
せ
の
電
話
が
殺
到
し
た
。
時
に

は
自
治
体
や
社
協
か
ら
も
質
問
が

あ
り
、
こ
れ
に
答
え
る
た
め
に
は
自

分
自
身
が
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
お
か
げ
で
こ
の
制
度
を
誰
よ

り
も
し
っ
か
り
把
握
で
き
た
と
思
っ
て

い
る
。 

 

過
渡
期
に
既
修
了
者
向
け
に
実
施

し
た
７
時
間
講
習
や
12
時
間
講
習

は
結
局
中
止
し
た
。
こ
れ
は
「既
に
修

了
し
た
者
の
中
に
は
ノ
ウ
ハ
ウ
を
忘

れ
て
い
る
人
が
多
く
、
き
ち
ん
と
32

時
間
講
習
を
受
け
直
さ
な
け
れ
ば
、

本
当
の
意
味
で
の
利
用
者
サ
ー
ビ
ス

に
繋
が
ら
な
い
」
と
考
え
た
か
ら
で

あ
る
。
講
師
の
質
を
問
わ
な
い
粗
悪

な
研
修
で
オ
ー
ラ
イ
と
し
て
い
る
事

業
所
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
実

施
要
綱
通
り
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
が
「
正
し
い
」
研
修
で
は
な
い
こ

と
を
実
感
し
て
い
る
。 

 

当
協
会
の
ガ
イ
ヘ
ル
研
修
の
成
功
を

聞
い
て
、
新
た
に
参
入
を
図
っ
て
い
る

事
業
所
も
あ
る
よ
う
だ
。
多
く
の
事

業
所
が
切
磋
琢
磨
し
、
利
用
者
の
信

頼
を
得
て
、
正
し
い
ガ
イ
ド
が
で
き

る
ヘ
ル
パ
ー
が
た
く
さ
ん
誕
生
す
る
こ

と
は
喜
ば
し
い
が
、
当
協
会
の
講
師

の
質
や
講
義
・演
習
内
容
に
は
自
信

が
あ
る
の
で
、
一
層
内
容
を
工
夫
し

て
先
頭
を
切
っ
て
走
り
続
け
た
い
。 

 

ガイヘル 

養成研修 

充
実
し
た
演
習
も
研
修
の
大
き
な
特
色
だ 

社会福祉法人 

東京ヘレン・ケラー協会 

Established  in 1950 

 
協
会
が
平
成
16
年
11
月
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
視
覚
障
害
者
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
事
業
（
ガ
イ
ヘ
ル
研

修
）
は
今
年
９
年
目
を
迎
え
た
。
事
業
は
順
調
に
発
展
し
、
講
習
修
了
者
が
千
名
を
超
え
て
い
る
。
24
年
度
は
当

初
の
予
定
よ
り
１
回
増
や
し
７
回
実
施
し
た
。
25
年
度
は
９
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。
全
国
各
地
か
ら
受

講
希
望
の
問
い
合
わ
せ
も
相
次
ぎ
、
他
の
事
業
者
か
ら
無
視
で
き
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
協
会
の
重
要
事
業

に
成
長
し
た
ガ
イ
ヘ
ル
研
修
を
当
初
か
ら
担
当
し
て
き
た
田
村
芳
雄
職
員
に
振
り
返
っ
て
も
ら
っ
た
。 
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平成24年度ヘレン・ケラー学院卒業式・修了式は３月15日同学院講

堂で行われた。24年度の卒業生は５年課程３人。これに５年課程あん

摩マッサージ指圧科修了生８人が加わり、計11名に三浦学院長から卒

業証書、修了証書が授与された＝写真。また、１年間を通じた学業成

績優秀者に贈る優等賞は11人、努力賞は１人が受賞した。 

卒業生代表は「戸惑いながらも仲間と学んできた日々が懐かしく思

い出されます。信頼できる友、築き上げた人間関係を大切にし、新た

な道に挑戦します」と答辞を述べ、震災復興支援ソング「花は咲く」

のピアノメロディーと全員の拍手で卒業生を送り出した。 

 ֞ංἛὒἸἹ἗Ώ ௹ἰἻᦇὉଧૃΏ

平成24年度 ヘレン・ケラー学院卒業式 

ヘレン・ケラー学院は４月５日、同

学院講堂で平成25年度入学式及び

始業式を行った。今年度の入学者

は高等課程１人、専門課程２人の計

３人。新入生代表が「諸先生、諸先

輩から多くのことを学び社会人として

しっかり自立します」と誓いの言葉を

述べた＝写真。 

三浦学院長は訓示で「これから厳

しい学生生活が待ち受けている。新

しい人生を切り開くために入学した

みなさんは所期の目的のために努

力を続けてほしい」と激励した。 

 ３人の同級生が誕生 25年度入学式 

２
月
23

、
24

の
両
日
、
第
21

回

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師

及
び
き
ゅ
う
師
国
家
試
験
が
行
わ

れ
、
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
学
院
か
ら
既
卒

者
含
め
９
人
が
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指

圧
師
を
、
既
卒
者
含
め
６
人
が
は
り

師
及
び
き
ゅ
う
師
を
受
験
し
、
あ
ん

摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
は
既
卒
者
含

め
８
人
（
現
役
合
格
率
88
％
）
が
、
は

り
師
及
び
き
ゅ
う
師
は
既
卒
者
含
め

５
人
（
現
役
合
格
率
１
０
０
％
）
が
そ

れ
ぞ
れ
合
格
し
た
。 

 

国
家
試
験  

頑
張
っ
た
人
が
報
わ
れ
た
！ 
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平成24年度事業報告 

平成25年度事業計画 

【ヘレン・ケラー学院】 

 10名の新入生が入学し、学生総数35名で新学期

を迎えたが、病気による死亡や就職で各１名、出

席日数不足で２名が中途退学した。卒業生・修了

生は11名。第21回国家試験では、あん摩マッサー

ジ指圧師に現役８名が受験し７名が合格した。は

り師、きゅう師は各３名が受験し全員合格した。

合格率は90％を超え、全国平均より高く素晴らし

い成績だった。 

【点字図書館】 

  昨年度の自館製作図書は、難易度の高い医学

書など専門書に注力したため、前年度より点字図

書が５％、デイジー図書が７％減少した。貸出数

では、点字図書が8.4％、テープ図書は4.5％減少

したが、デイジー図書は相互貸借図書の利用が促

進されことによって前年より9.5％増加した。視

覚障害者への点字指導は、通常講座は132回行

い、延べ171人が受講した。パソコン講習も110人

が受講するなど点字図書館の利用者は1775人を数

え、前年度より14人の増であった。好評のサポー

トグッズフェアも例年同様、盲人用具センターと

協力して開催した。点訳・音訳ボランティアの養

成講習会を見送り、既存ボランティアのスキル

アップを図った。 

【点字出版所】 

 東京都知事の辞任と衆議院の解散で、12月16日

のダブル選挙に点字出版所の職員の数人は数日帰

宅することができないほどの忙しさであった。公

示日に立候補者と政見原稿が揃わなく翌日によう

やく揃ったという大混乱にも振り回されたが、計

画通りに納品できた。 

 この他、東京都など地方自治体からの定期広報

点字版17紙を受託・発行した。点字教科書は中学

部「歴史」の後期分を遅滞なく製作納品した。録

音では地方自治体の定期広報テープ版７紙を受託

した。また、衆議院総選挙では東京比例区などの

「選挙のお知らせ（音声版）」を受託した。 

 経営的にも仕事的にも厳しい１年であったが、

職員の協力と努力によって黒字を計上することが

できた。 

【第62 回へレン・ケラー記念音楽コンクール】 

  24年度から新たに株式会社ナチュラリープラス

が特別協賛になり、文科省、毎日新聞社などの後

援を得て、11月10日に東京・文京区のトッパン

ホールで開催した。ピアノの部、弦楽器の部、独

唱の部、重唱・合唱の部と新設された創作・編曲

の部に全国から62名の児童・生徒・学生が出場し

た。最も感銘を与えた演奏に贈られるヘレン・ケ

ラー賞は該当者がなかったが、川崎春香さん（新

潟県立新潟盲・小３）に審査員特別賞が贈られ

た。 

【視覚障害者ガイドヘルパー養成研修事業】 

 実技重視のカリキュラムと充実した講師陣によ

る研修は評価が高く、キャンセル待ちが相次いだ

ため、当初予定を１回追加し７回に、定員を32名

から36名に増員するなどして応募者のニーズに応

えた。主催研修６回と町田市社会福祉協議会との

共催研修を１回実施し、198名が修了した。 

【ヘレン・ケラー学院】 

 前年度以上の成績をあげるように受験対策に力

を注ぐ。学生数の増加を図るために「詰め込み教

育ではなく、実技・理論をじっくり学習すること

ができる唯一の５年課程の学校」であることや、

地下鉄西早稲田駅から徒歩２分などの立地条件の

良さをＰＲし、きめ細かい募集活動をする。夏休

み中に学院の耐震補強工事を実施する。 

【点字図書館】   

 「行動する図書館」を目指し25年度を実質的な

初年度とする。 

 当図書館の特色である東洋医学や三療の資料を

さらに充実させるとともに、点訳ボランティア養

成講習会、視覚障害者への点字・パソコン講習

会、視覚障害者への理解を深めるための出前点字

講座なども開催する。 

【点字出版所】 

  ６月の東京都議会議員選挙、７月の参議院議員

選挙においては点字出版所の総力を挙げて取り組

み、収益の増大を図る。点字印刷は地方自治体の

「点字広報」「録音公報」「便利帳」などの受託

印刷も前年度以上の受注を受けるべく努力する。 

【第63回へレン・ケラー記念音楽コンクール】 

 視覚障害の児童・生徒・学生を対象とする日本

で唯一の音楽コンクールである「ヘレン・ケラー

記念音楽コンクール」を11月16日（土）に東京・

文京区のトッパンホールで開催する。 

【視覚障害者ガイドヘルパー養成研修事業】 

 ガイドヘルパー養成研修事業をさらに発展さ

せ、受講希望者の要望に応えるため25年度は前年

度より２回増やし、自主開催８回、町田市社会福

祉協議会との共催を１回の都合９回実施する。 
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法人名　社会福祉法人　東京ヘレン・ケラー協会

会計単位名　社会福祉事業

貸　借　対　照　表
平成２５年　３月３１日現在

（単位：円）

資　　　産　　　の　　　部 負　　　債　　　の　　　部

当年度末 前年度末 増 減 当年度末 前年度末 増 減

（ 105,569,298 ）（ 113,116,192 ）（ △7,546,894 ） （ 33,338,365 ）（ 43,818,744 ）（ △10,480,379 ）

現 金 預 金 82,696,329 82,758,805 △62,476 短期運営資金借入金 247,697 1,427,079 △1,179,382 

有 価 証 券 0 未 払 金 3,809,981 27,724,692 △23,914,711 

未 収 金 15,370,987 16,838,323 △1,467,336 預 り 金 2,393,234 2,536,867 △143,633 

貯 蔵 品 6,501,015 8,205,176 △1,704,161 前 受 金 8,203,440 10,732,006 △2,528,566 

立 替 金 0 仮 受 金 0 

前 払 金 500,563 993,024 △492,461 賞 与 引 当 金 18,684,013 1,398,100 17,285,913 

短 期 貸 付 金 213,188 4,012,161 △3,798,973 そ の 他 の 流 動 負 債 0 

仮 払 金 0 

そ の 他 の 流 動 資 産 287,216 308,703 △21,487 

（ 614,454,173 ）（ 624,351,982 ）（ △9,897,809 ） （ 62,081,000 ）（ 62,525,000 ）（ △444,000 ）

（ 190,575,344 ）（ 155,642,498 ）（ 34,932,846 ） 設 備 資 金 借 入 金 0 

建 物 50,817,868 15,885,022 34,932,846 長期運営資金借入金 0 

土 地 99,757,476 99,757,476 0 退 職 給 与 引 当 金 62,081,000 62,525,000 △444,000 

基 本財産特定 預金 40,000,000 40,000,000 0 

（ 423,878,829 ）（ 468,709,484 ）（ △44,830,655 ） 95,419,365 106,343,744 △10,924,379 

建 物 1 1 0 

構 築 物 108,695 135,493 △26,798 （ 12,267,350 ）（ 12,267,350 ）（ 0 ）

機 械 及 び 装 置 40,838,074 47,837,904 △6,999,830 （ 38,399,474 ）（ 36,992,787 ）（ 1,406,687 ）

車 輌 運 搬 具 0 （ 318,638,615 ）（ 332,464,915 ）（ △13,826,300 ）

器 具 及 び 備 品 1,365,495 2,350,881 △985,386 人 件 費 積 立 金 30,000,000 30,000,000 0 

土 地 0 施 設 整 備 等 積 立 金 56,270,477 64,002,168 △7,731,691 

建 設 仮 勘 定 0 22,377,338 △22,377,338 そ の 他 の 積 立 金 232,368,138 238,462,747 △6,094,609 

権 利 0 

投 資 有 価 証 券 0 （ 255,298,667 ）（ 249,399,378 ）（ 5,899,289 ）

長 期 貸 付 金 0 次期繰越活動収支差額 255,298,667 249,399,378 5,899,289 

公 益 事 業 会 計 元 入 金 0 （うち当期活動収支差額）（ △7,927,011 ）（ △7,129,961 ）（ △797,050 ）

収 益 事 業 会 計 元 入 金 0 

措 置 施 設 繰 越 特 定 預 金 3,500,000 2,500,000 1,000,000 

そ の他の積立 預金 377,219,615 392,489,915 △15,270,300 

そ の他の固定 資産 846,949 1,017,952 △171,003 624,604,106 631,124,430 △6,520,324 

720,023,471 737,468,174 △17,444,703 720,023,471 737,468,174 △17,444,703 

脚注 当 年 度 末 前 年 度 末

１減価償却費の累計額 円 272,626,517 円

２徴収不能引当金の額 円 8,634 円0 

勘 定 科 目

純 資 産 の 部

基 本 金

283,237,798 

国庫補助金等特別積立金

そ の 他 の 積 立 金

勘 定 科 目

流 動 負 債

固 定 負 債

負 債 の 部 合 計

純 資 産 の 部 合 計

負 債 ・ 純 資 産 合 計

流 動 資 産

資 産 の 部 合 計

固 定 資 産

基 本 財 産

そ の 他 の 固 定 資 産

次 期 繰 越 活 動 収 支 差 額
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法 　人 　名：社会福祉法人　東京ヘレン・ケラー協会 （単位：円）

本 年 度 決 算 前 年 度 決 算 増　　減

37,915,760 37,273,120 642,640

31,676,600 34,767,800 △ 3,091,200

180,778,963 163,236,475 17,542,488

15,306,420 11,217,900 4,088,520

8,445,322 5,934,587 2,510,735

2,156,995 6,392,613 △ 4,235,618

5,955,446 7,298,533 △ 1,343,087

5,467,488 5,466,590 898

事業活動収入計(1) 287,702,994 271,587,618 16,115,376

198,747,656 204,873,166 △ 6,125,510

26,229,360 22,695,764 3,533,596

36,671,065 34,271,684 2,399,381

12,630,269 12,340,624 289,645

0 0 0

23,157,390 6,173,521 16,983,869

事業活動支出計(2) 297,435,740 280,354,759 17,080,981

△ 9,732,746 △ 8,767,141 △ 965,605

677,289 1,258,045 △ 580,756

4,392,474 2,694,867 1,697,607

4,894,609 3,850,663 1,043,946

事業活動外収入計(4) 9,964,372 7,803,575 2,160,797

4,392,474 2,694,867 1,697,607

4,894,609 3,850,663 1,043,946

0 0 0

事業活動外支出計(5) 9,287,083 6,545,530 2,741,553

677,289 1,258,045 △ 580,756

△ 9,055,457 △ 7,509,096 △ 1,546,361

6,623,000 9,352,000 △ 2,729,000

0 137,276 △ 137,276

0 0 0

0 8 △ 8

特別収入計(8) 6,623,000 9,489,284 △ 2,866,284

0 0 0

0 12 △ 12

6,623,000 9,352,000 △ 2,729,000

特別支出計(9) 6,623,000 9,352,012 △ 2,729,012

0 137,272 △ 137,272

△ 9,055,457 △ 7,371,824 △ 1,683,633

261,535,371 257,065,317 4,470,054

252,479,914 249,693,493 2,786,421

0 0 0

0 0 0

15,326,300 13,341,878 1,984,422

1,500,000 1,500,000 0

266,306,214 261,535,371 4,770,843

勘　定　科　目

収
　
　
入

国 庫 補 助 金 等 特 別 積 立 金 取 崩 額

事　業　活　動　収　支　計　算　書
（自）平成２４年４月１日（至）平成２５年３月３１日

引 当 金 戻 入

措 置 費 収 入

授 業 料 収 入事

業

活

動

収

支

の

部

徴 収 不 能 額

当期活動収支差額（11）＝（７）＋（10）

固 定 資 産 売 却 損 ・ 処 分 損

繰
越

活
動
収

支
差
額

の
部

前期繰越活動収支差額(12)

当期末繰越活動収支差額(13)=(11)+(12)

基本金取崩額(14)

基本金組入額(15)

その他の積立金取崩額(16)

国 庫 補 助 金 等 特 別 積 立 金 積 立 額

事 業 収 入

経 常 経 費 補 助 金 収 入

寄 附 金 収 入

雑 収 入

次期繰越活動収支差額(18)=(13)+(14)-(15)+(16)-(17)

その他の積立金積立額(17)

事業活動外収支差額(6)＝(4)-(5)

支
　
　
出

会 計 単 位 間 繰 入 金 収 入

資 産 評 価 損

人 件 費 支 出

事 務 費 支 出

事 業 費 支 出

事業活動収支差額(3)＝(1)-(2)

減 価 償 却 費

引 当 金 繰 入

経常収支差額(7)＝(3)+(6)

事

業

活

動

外

収

支

の

部

特

別

収

支

の

部
特別収支差額(10)＝(8)-(9)

受 取 利 息 配 当 金 収 入
収
　
　
入

施 設 整 備 等 補 助 金 収 入

国 庫 補 助 金 等 特 別 積 立 金 取 崩 額

支
　
出

基 本 金 組 入 額

経 理 区 分 間 繰 入 金 収 入

支

出

収
　
入

固 定 資 産 売 却 益

施 設 整 備 等 寄 附 金 収 入

会 計 単 位 間 繰 入 金 支 出

経 理 区 分 間 繰 入 金 支 出
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法   人   名：社会福祉法人　東京ヘレン・ケラー協会 （単位：円）

会計単位名：社会福祉事業

予　　算 決　　算 差　　異 備　　考

37,916,000 37,915,760 240

0 0 0

160,310,000 161,111,744 △ 801,744

368,000 3,694,820 △ 3,326,820

5,315,000 5,309,716 5,284

4,607,000 1,437,034 3,169,966

609,000 673,346 △ 64,346

2,686,000 2,692,474 △ 6,474

4,895,000 4,894,609 391

経常収入計(1) 216,706,000 217,729,503 △ 1,023,503

148,897,000 149,110,147 △ 213,147

22,950,000 22,938,395 11,605

23,567,000 24,226,113 △ 659,113

1,700,000 1,700,000 0

4,895,000 4,894,609 391

経常支出計(2) 202,009,000 202,869,264 △ 860,264

経常活動資金収支差額(3)＝(1)-(2) 14,697,000 14,860,239 △ 163,239

6,235,000 6,235,000 0

0 0 0

0 0 0

施設整備等収入計(4) 6,235,000 6,235,000 0

15,155,000 15,154,775 225

施設整備等支出計(5) 15,155,000 15,154,775 225

施設整備等資金収支差額(6)＝(4)-(5) △ 8,920,000 △ 8,919,775 △ 225

0 0 0

19,467,000 19,466,300 700

0 0 0

財務収入計(7) 19,467,000 19,466,300 700

0 0 0

5,196,000 5,196,000 0

0 0 0

財務支出計(8) 5,196,000 5,196,000 0

財務活動資金収支差額(9)＝(7)-(8) 14,271,000 14,270,300 700

0 0 0

20,048,000 20,210,764 △ 162,764

前期末支払資金残高(1２) 70,704,182 70,704,182 0

当期末支払資金残高(1１)+(1２) 90,752,182 90,914,946 △ 162,764

会 計 単 位 間 繰 入 金 収 入

会 計 単 位 間 繰 入 金 支 出

事 務 費 支 出

事 業 費 支 出

固 定 資 産 売 却 収 入

固 定 資 産 取 得 支 出

施 設 整 備 等 補 助 金 収 入

経 理 区 分 間 繰 入 金 支 出

資　金　収　支　計　算　書

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

経 常 経 費 補 助 金 収 入

寄 附 金 収 入

雑 収 入

勘　定　科　目

（自）平成２４年４月１日（至）平成２５年３月３１日

支

出

支
出

措 置 費 収 入

経

常

活

動

に

よ

る

収

支

予備費(10)

収

入

事 業 収 入

受 取 利 息 配 当 金 収 入

経 理 区 分 間 繰 入 金 収 入

施 設 整 備 等 寄 附 金 収 入

授 業 料 収 入

人 件 費 支 出

流動資産評価減 等に よる 資金 減少 額等

当期資金収支差額合計(1１)＝(3)+(6)+(9)-(10)

財
務
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

支
出

借 入 金 収 入

積 立 預 金 取 崩 収 入

借 入 金 元 金 償 還 金 支 出

積 立 預 金 積 立 支 出

そ の 他 の 収 入
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★賛助会員（敬称略） 

【本部扱い】 

加藤直之、参天製薬（株） 

【ヘレン・ケラー学院扱い】 

新井定一、伊藤久雄、牛窪多

喜男、海老原隆、大岩妙子、

大金三郎、小野塚耕吉、川上

喜美 子、木村修子、帰山 良

子、駒沢金平、小渡久美子、

鈴木房江、鈴木八重子、須藤

憲一、平光子、髙山米子、中

島政 治、中村文孝、橋本 三

郎、早見尚三、町田克夫、矢

作俊一、山崎登志夫、提橋ト

ク、医療法人社団ケイ・クリ

ニック滝沢光 

【点字図書館扱い】 

青木素子、秋山由美子、石原

直美、磯崎治子、猪股栄二、

内田一夫、大岩妙子、大江慎

一、片山恭子、辛島寛、金倫

子、小柳紀男、斉藤紀年夫、

鈴木克己、鈴木健夫、鈴木由

紀、須藤憲一、田沢芳行、田

代芙美、田中秀臣・禮子、田

中雄二、土居義則、長谷川あ

け み、本 間みさ子、前田 律

子、溝口和子、村上工、矢部

萬寿子 

 

★一般寄付（敬称略） 

【本部扱い】 

稲山 輝機、井上朗、梅沢 忠

男、加藤直之、金谷紫之、草

間昌 保、栗田美保、作島 哲

夫、杉田安男、鈴木秀彦、須

藤美津子、中村進一、長谷川

航、平間しのぶ、堀田雅美、

ヤマアヤ、山﨑好是、ヤマタ

ハナ、東京ヘレン・ケラー協

会 後 援 会、（株）ナ チ ュ ラ

リープラス、東京新宿北ライ

オンズクラブ、毎日新聞社事

業本部、毎日新聞社点字毎日

編集部、毎日新聞東京社会事

業団 

【ヘレン・ケラー学院扱い】 

新井康代、五十嵐榮三郎、池

津治、石田元治、伊藤勇、稲

付修身、乾法行、植田員弘、

上之薗誠二、江津正一、大澤

孝 一、大 島千恵子、小栗 誠

夫、愛宕洋志、小幡亮、加瀬

峯夫、菅聆子、金井定春、神

田敏 男、金原フミ 子、楠 啓

一、黒沢絵美、小谷政夫、後

藤充子、斉城信夫･美子、斎藤

紀年夫、佐藤まどか、佐藤ミ

ネ、菅田亜季、杉田安男、田

中茂、玉住博、塚村文昭、徳

田好 美、中島憲一、根本 陸

朗、長谷川清、花村敦子、平

原皓一郎、福井愛子、福井隆

雄、福島義範、星野博子、三

浦真人、矢作俊一、山口智永

子、山崎登志夫、横山勝幸、

毎日新聞東京社会事業団 

【点字図書館扱い】 

青木弘、秋葉文次、朝木けい

子、石原直美、泉川英規、伊

勢澤 信吉、市角誠、市原 政

春、宇和野康弘、江良昭雄、

大石文雄、小澤淑子、小澤洋

平、加賀屋信一、笠井実、菊

地寛 子、木原正、木村映 美

子、経塚良未、小池輝勇、古

池竹之、佐子田信夫、佐々木

晴 恵、清 水奈美江、志村 冨

雄、白川恵美子、鈴木正子、

関喜之助、原田秀夫、高田房

子、高橋敏朗、田島静枝、田

代芙 美、田中雄二、田村 徳

章、谷合淑二朗、谷口旭、寺

崎哲治、戸倉昇、戸原武巳、

中井一夫、南雲貞雄、西田健

治、埜村政雄、橋本三郎、畑

千 尋、早 川文治郎、早野 健

二、東山寛、福島ふさ子、福

田恒男、藤田ひろ子、藤根輝

男、古川雄、星野博子、松浦

節 子、松 田千富美、丸山 進

弘、溝口和子、宮本美明、宮

本牧子、目黒聰子、森明彦、

山内経、山田剛、山谷靖彦、

茅野ライオンズクラブ、毎日

新聞東京社会事業団 

【点字出版所扱い】 

三浦広美、矢野邦弘、エムコ

マース（株） 

【海外盲人交流事業事務局扱

い】 

青木貞子、青山マリ子、在田

一則、安藤生、石田隆雄、石

原幸 栄、一幡良利、今泉 新

治、岩屋芳夫、植竹清孝、上

野伊律子、上村小夜子、遠藤

利 三、大 橋東洋彦、大橋 由

昌、岡本好司、落合夕子、小

野塚耕吉、貝元利江、勝山良

三、加藤和広、加藤万利子、

金田敏子、苅安達男、川島玉

子、川尻哲夫、菊井維正、木

塚泰弘、木村ちづ子、黒見恵

美子、小泉周二、古賀副武、

小島亮、後藤晴子、小長谷正

夫、小林 明子、小林動物 病

院、小森愛子、近藤光枝、斎

藤惇 生、酒井久江、坂口 廣

光、坂齊勝男、佐々木秀明、

佐々木信、指田忠司、白井雅

人、杉澤宏、鈴木洋子、須原

ひと み、染矢朝子、髙橋 恵

子、田中徹二、田中正和、谷

内正史、田村和凡、照井タカ

子、当津順子、当山啓、中尾

照 美、長 岡英司、中嶋千 代

志、中村保信、奈良泰夫、野

津虎 雄、橋本時代、花田 重

信、林春枝、林紘子、原田美

男、福山博、藤井悦子、前山

博、間下勉、増野幸子、松浦

健三、松村太郎、御本正、宮

下浩子、茂木幹央、森栄司、

森山朝正、横大路俊久、吉田

重 子、米 田昌徳、渡辺勇 喜

三、岐阜県立岐阜盲学校高等

部生徒会、ＮＴＴ東京福祉文

化事業団、(有)大本印刷、

（有）信和ハウス、(株)高垣

商店、ネパール料理エベレス

トキッチン、毎日新聞東京社

会事業団 

皆様ありがとう 

ございました 
平成24年度 

東京ヘレン・ケラー協会 

賛助会員・一般寄付名簿 
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社会福祉法人 

東京ヘレン・ケラー協会 
〒169-0072 

 東京都新宿区大久保３－１４－２０ 

本部、ヘレン・ケラー学院 
電話 ０３（３２００）０５２５ 

ＦＡＸ０３（３２００）０６０８ 

点字図書館 
電話 ０３（３２００）０９８７ 

ＦＡＸ０３（３２００）０９８２ 

点字出版所、盲人用具センター、 

海外盲人交流事業事務局 
 東京都新宿区大久保３－１４－４ 

電話 ０３（３２００）１３１０ 

ＦＡＸ０３（３２００）２５８２ 

  

ホームページもご覧ください。 
   http://www.thka.jp/ 

人事・３月15日 

▽点字出版所＝＜採用＞丸山旅人

（編集課員）、林育子（同）  

同・５月31日 

▽点字出版所＝＜退職＞小川百合

子（編集課員） 

 

東
京
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
協

会
は
５
月
に
開
い
た
理
事
会

に
定
款
変
更
議
案
を
提
出
、

審
議
の
結
果
承
認
さ
れ
た
。 

 

今
回
の
改
定
は
平
成
16

年
以
来
だ
が
、
こ
の
間
厚
労

省
が
示
す
「
社
会
福
祉
法
人

定
款
準
則
」
が
改
正
さ
れ
て

お
り
、
昨
年
８
月
の
東
京
都

に
よ
る
指
導
検
査
の
際
に
改

定
を
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
社
会
福
祉
法
人
の
所
轄
が

今
年
度
か
ら
東
京
都
か
ら
新

宿
区
に
変
わ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
文
言
を
修
正
、
６
月

18
日
付
で
認
可
さ
れ
た
。 

協
会
定
款
を
９
年
ぶ
り
改
定 

 学院も耐震補強工事を実施 

 

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
学
院
は
夏
休
み
を
利

用
し
て
耐
震
補
強
工
事
に
取
り
か
か
る
。

学
院
は
平
成
20
年
に
実
施
し
た
耐
震
度
検

査
で
規
定
値
よ
り
低
か
っ
た
た
め
工
事
が

急
が
れ
て
い
た
。
昨
年
度
は
点
字
出
版
所

や
点
字
図
書
館
が
入
る
新
館
が
先
行
し
て

耐
震
補
強
工
事
を
行
っ
た
た
め
、
今
年
度

に
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。 

 

施
工
業
者
は
池
田
建
設
株
式
会
社
、
監

理
業
務
は
株
式
会
社
テ
ク
ノ
リ
サ
ー
チ
を

選
定
、
い
ず
れ
も
新
館
工
事
を
担
当
し
た

実
績
を
持
つ
。 

 

補
強
工
事
は
授
業
の
妨
げ
に
な
ら
な
い

よ
う
に
施
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
夏
休
み
中
で
し
か
も
補
講
を
避
け
た

時
期
に
限
定
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
７
月
末

か
ら
８
月
い
っ
ぱ
い
の
１
カ
月
強
で
竣
工

す
る
過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ
た
。 

 

本
館
１
階
か
ら
３
階
ま
で
の
主
な
教
室

及
び
治
療
室
が
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
期

間
中
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
万
全
の
対
策

を
取
る
こ
と
に
し
て
い
る
。 

 

 点字図書館は、平成25年度点訳ボランティア養成講習会を６

月４日からスタートした＝写真。 

 点字図書館は点訳・音訳ボランティアの養成が義務づけられ

ており、必要に応じて講習会を実施しているが、昨年は活動中

のボランティアのスキルアップに重点をおいたため、今年は２

年ぶりの開催となった。 

 今年の受講者はほとんどがホームページを通じて応募してき

た18人。いずれも女性で、都内在住者が中心だ。 

 10月８日までの４カ月間全15回の講習で点字の基礎を学び、

修了すると点字図書館所属の点訳ボランティアグループに分か

れて、点訳本の制作に取り組む。 

点訳ボランティア 

 養 成 講 習 会 

１８人が 

取り組む 
 

★ 
★ 

★ 


